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我が国のLNG輸入の現状

⚫ LNGは原油に比べ調達先の多角化を進めており、ホルムズ海峡を経由する輸
入量は約６％（年間約400万トン）。

出典：財務省貿易統計
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LNG供給への影響

⚫ イラン情勢を受けて、ホルムズ海峡の通過を見合わせている状況が継続している。

出典：JOGMEC データハブ

中東のLNG液化基地図

ホルムズ海峡
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カタールのLNG生産状況

⚫ 3月2日、カタールエナジーはLNG操業施設が軍事攻撃を受けたことにより、
LNGの生産停止を発表。

⚫ その後、3月4日にフォースマジュール（不可抗力条項）を宣言した。

出典：カタールエナジーHP
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（参考）世界におけるカタールのLNG供給見通し

出典：the 2025 Statistical Review of World Energyに基づき資源エネルギー庁作成

⚫ カタールのLNG供給量は世界第２位（約8,000万トン）（世界シェア約２割）。

LNG輸出の世界シェア（2024年実績） 主要国・地域におけるLNG輸入量（2024年実績）
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LNG価格の動向

JKM

2/27 11.06

JKM

3/9 24.80

出典：Platts、IMF、ICEほか各種資料により資源エネルギー庁作成

⚫ アジアのLNGスポット取引価格は、2/27時点では11.06ドル／mmBtuで

あったが、3/9時点で24.80ドル／mmBtu。
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（参考）JEPXスポット市場価格の動向

⚫ JEPXスポット市場価格は、3/9時点で11.43円/kWh。昨年と比しても概ね同

様の価格水準で推移。

出典：JEPXスポット市場（システムプライス）から資源エネルギー庁作成
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電源構成に占めるLNGの比率

出典：資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」より資源エネルギー庁作成

⚫ 我が国の電源構成のうち火力発電が占める割合は、石炭約３割、LNG約３割、

石油等１割弱。
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出典：電力調査統計及びガス事業生産動態統計調査から資源エネルギー庁作成

国内の電力・ガスのLNG消費量

⚫ 電力は年間3,700万トン程度、都市ガスは年間2,500万トン程度のLNGを消費。

⚫ 電力は夏・冬に、都市ガスは冬に需要が増える傾向。
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大手電力会社のLNG在庫（2026年3月1日時点）

⚫ 資源エネルギー庁において、大手電力が使用する発電用LNGの在庫状況（週末在
庫）についてモニタリングを実施し、資源エネルギー庁のHPにおいて公表している。

⚫ 大手電力会社の最新（3/1時点）の在庫は、過去5年平均と概ね同水準となってい
る。

※大手電力会社に対する調査に基づき資源エネルギー庁作成。
※在庫量はデッド（物理的に汲み上げ不可な残量）を除く数量

（万トン）

3/1時点（最新）
219万トン
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ガス事業者のLNG在庫の推移（2025年12月末時点）

⚫ 2025年度のLNG在庫については、過去５年平均と概ね同水準で推移（※）。

（万トン）

※ガス事業生産動態統計より作成。2025年12月末時点まで公表済み。
※ガス事業者：ガス事業法第２条第12項に規定するガス事業者（同条第10項に規定するガス事業者を除く。）

12月末時点（最新）
237万トン

※2026年2月末時点の在庫は、各社ヒアリングを踏まえれば、安定した在庫水準を確保している。



LNG安定調達に懸念が生じた際の対応について

⚫ 国内事業者にLNGの安定調達に支障を来す事態が生じた場合に備え、地域連

携スキーム、更には全国連携スキームを整備（2021年スキーム構築）。

⚫ 事業者による取組を行ってもなお対応できない場合、資源エネルギー庁は、

必要に応じて、電力・ガス会社間のLNG融通の仲介を行う。
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安定供給への協力要請等

＜地域協議会＞ ＜官民連絡会議・作業部会＞
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電力需給にかかるkWhモニタリング

• 電力広域的運営推進機関においては、高需要期である夏季と冬季において、発電事業者の燃料在

庫・調達状況を定期的に確認し、把握した燃料在庫の状況から導出される我が国全体の発電可能

量（kWh）と過去データから予測される需要量を比較することで、２か月先までのkWh余力

（燃料在庫）の見通しを公表している。

• イラン情勢の急変により、エネルギー調達を取り巻く国際環境の不確実性が高まる中で、事態が

長期化・深刻化するリスクも想定し、高需要期である夏季にむけて燃料在庫の水準の把握と、燃

料不足に伴う電力需給ひっ迫の兆候を早期にとらえることを目的に、当面の間、同機関による臨

時のkWhモニタリングを実施し、その結果について4月上旬頃より公表を行う。

出典：電力広域的運営推進機関「kWhモニタリングの結果について（2026年1月9日公表）」

高需要期におけるkWhモニタリング結果の公表イメージ

※厳気象は高需要期（厳夏・厳冬）における想定のため、高需要期以外については平年ベースでのモニタリングを実施する
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